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議会運営委員会
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　 議案常任委員会付託
常任委員会
常任委員会
　
　
常任委員会
議事整理
議会運営委員会
本会議 予算関係議案常任委員長報告
予算関係議案予算決算特別委員会再付託
予算決算特別委員会
予算決算特別委員会
　
　
県出資団体等調査特別委員会
春分の日
百里飛行場利活用調査特別委員会
議会運営委員会
本会議 委員長報告 採決 閉会

　次回の、平成 年第１回定例県
議会は、２月 日から３月 日ま
での 日間の会期日程で開催され
る予定です。

百
里
飛
行
場
利
活
用
調
査
特
別
委
員
会

永
年
在
職
者
表
彰

県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会

改善方針の審議経過を報告緊急対応を知事に申し入れ

福
島
・
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
新
潟
五
県
議
会
議
長
会

太
平
洋
か
ら
日
本
海
に
繋
が
る

高
速
交
通
網
を
基
軸
に
活
性
化

県の振興 活性化に
向け 論点を整理

　
十
一
月
二
十
八
日
、
高
速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
る

本
県
と
福
島
栃
木
群
馬
・
新

潟
五
県
の
人
・
物
・
情
報
・
産

業
・
文
化
等
の
連
携
と
交
流
促

進
に
つ
い
て
協
議
す
る
初
の
県

議
会
議
長
会
が
、
つ
く
ば
国
際

会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
県
の
石
川
多
聞
議
長
の
呼

び
か
け
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
会

議
に
は
、
五
県
の
正
副
議
長
や

議
会
事
務
局
長
等
が
出
席
し
、

初
め
に
、
国
土
交
通
省
の
後
藤

隆
之
地
方
整
備
課
長
が
地
域
整

備
を
め
ぐ
る
国
の
動
向
や
五
県

の
発
展
方
向
等
に
つ
い
て
講
演

し
、
「
地
元
で
意
識
さ
れ
な
い

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
た
特

徴
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
」

と
述
べ
、
五
県
の
連
携
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
各
県
の

議
長
等
が
県
の
概
要

や
議
会
活
動
の
充
実

・
強
化
へ
向
け
た
取

り
組
み
を
紹
介
し
、

活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
毎
年
一

回
開
催
し
五
県
が
緊

密
に
連
携
し
交
流
を

深
め
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
十
二
月
二
日
に
永
年
在
職
者

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰

を
受
け
た
議
員
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　五
十
年
在
職

　
山
　
口
　
武
　
平
　
議
員

　三
十
年
在
職

　
川
　
口
　
三
　
郎
　
議
員

　
長
谷
川
　
大
　
紋
　
議
員

　

十
年
在
職

　
新
　
井
　
　
　
昇
　
議
員

　
澤
　
畠
　
俊
　
光
　
議
員

　
細
　
田
　
武
　
司
　
議
員

　
木
　
本
　
信
　
男
　
議
員

　
磯
　

　
久
喜
雄
　
議
員

　
小
　
川
　
一
　
成
　
議
員

　
半
　
村
　
　
　
登
　
議
員

　
大
　
内
　
久
美
子
　
議
員

　
川
　
津
　
　
　
隆
　
議
員

　
白
　
田
　
信
　
夫
　
議
員

　
井
　
手
　
義
　
弘
　
議
員

本
会
議
場
で
表
彰
を
受
け

る
山
口
武
平
議
員

松
村
国
土
交
通
副
大
臣
（右
）に

要
望
書
を
提
出
す
る
桜
井
委
員

長
（
中
央
）
と
武
藤
副
委
員
長

福島・茨城・栃木・群馬・新潟
五県議会議長会の様子

橋本知事に申し入れをする石川議長

　
こ
れ
ま
で
九
回
の
委
員
会
を

開
催
し
、
出
資
団
体
や
特
別
会

計
・
企
業
会
計
に
係
る
諸
問
題

を
踏
ま
え
た
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
七
日
の
第
六

回
委
員
会
で
は
二
人
の

参

人
か
ら
意
見
聴
取

を
行
い
ま
し
た
。

　
公
認
会
計
士
で
あ
り

税
理
士
で
も
あ
る
坂
本

和
重
氏
か
ら
は
、
問
題

を
先
送
り
せ
ず
、
抜
本

的
な
経
営
改
善
策
の
実

施
、
法
的
整
理
や
清
算

の
検
討
に
つ
い
て
の
決

断
の
必
要
性
等
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
次
に

茨
城
県
医
師
会
長
で
あ

る
原
中
勝
征
氏
か
ら
、

県
立
病
院
に
求
め
ら
れ

る
三
次
救
急
医
療
や
循

環
器
セ
ン
タ
ー
等
の
高

度
医
療
及
び
民
間
に
比

較
し
て
多
い
職
員
数
や
給
与
体

系
の
数
値
目
標
に
よ
る
管
理
等

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
審
議
経
過
を
踏
ま
え
、
課

題
改
善
に
向
け
た
論
点
を
整
理

し
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
八
日
の
第
七
回
及

び
十
二
月
一
日
の
第
八

回
委
員
会
で
は
、
論
点

に
基
づ
き
、
各
精
査
団

体
に
か
か
る
改
善
方
針

に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
保
有
土
地
の
早
急

か
つ
計
画
的
な
処
分
、

団
体
の
統
廃
合
等
に
つ

い
て
の
県
の
態
度
の
明

確
化
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
質
疑
応
答
が
あ
り

ま
し
た
。
十
二
月
十
五

日
の
第
九
回
委
員
会
で

は
、
県
病
院
事
業
会
計

の
改
善
方
針
に
つ
い
て

審
議
の
後
、
委
員
会
設

置
以
来
の
審
議
経
過
報

告
を
取
り
ま
と
め
、
第

四
回
定
例
会
最
終
日
の

十
六
日
に
、
委
員
長
か

ら
議
長
に
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
同
日
、

報
告
を
踏
ま
え
緊
急
の
対
応
が

必
要
と

え
ら
れ
る
事
項
に
つ

い
て
、
議
長
か
ら
知
事
に
申
し

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

【
緊
急
に
対
応
さ
れ
た
い
事

項
】
（
抜
粋
）

全
般
的
事
項

減
損
会
計
導
入
に
伴
う
正
確

　
な
財
務
内
容
の
把
握

抜
本
的
見
直
し
策
の
決
定

計
画
的
な
改
善
策
の
実
施

県
関
与
の
見
直
し
等

経
営
責
任
の
明
確
化

個
別
的
事
項

グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興

機
構

県
の
県
北
振
興
方
策
の

早
期
確
定
・
組
織
の
抜
本
的
見

直
し
等
／

茨
城
県
開
発
公

社
・
茨
城
県
土
地
開
発
公
社

資
産
の
時
価
評
価
の
早
急
な
確

定
、
正
確
な
財
務
内
容
の
把
握

等
／

鹿
島
都
市
開
発

企

業
と
し
て
今
後
の
事
業
体
制
の

再
構
築
等
／

ひ
た
ち
な
か

都
市
開
発

法
人
の
存
廃
の
検

討
又
は
合
併
の
促
進
等
／

茨

城
県
住
宅
供
給
公
社

保
有
土

地
の
早
期
か
つ
計
画
的
な
処
分

の
推
進
等
／

茨
城
県
病
院
事

業
会
計

救
急
医
療
な
ど
政
策

医
療
の
実
施
及
び
医
療
の
質
の

向
上
に
向
け
た
県
立
病
院
と
し

て
の
役
割
の
明
確
化
等

　
こ
れ
ま
で
に
三
回
の
委
員

会
、
現
地
調
査
及
び
県
外
調
査

を
実
施
し
、本
県
の
振
興
活
性

化
に
向
け
た
百
里
飛
行
場
の
利

活
用
の
諸
方
策
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
精
力
的

に
調
査
を
進
め
て
い
ま

す
。ま
た
、十
二
月
十
二

日
に
は
、
正
副
委
員
長

に
よ
り
、
内
閣
総
理
大

臣
、
財
務
大
臣
及
び
国

土
交
通
大
臣
あ
て
に
、

二
十
一
年
度
開
港
に
向

け
た
大
幅
な
予
算
の
増

額
や
東
関
東
自
動
車
水

戸
線
の
基
本
計
画
区
間

（
鉾
田

潮
来
間
）
の

整
備
計
画
策
定
な
ど
、

百
里
飛
行
場
民
間
共
用

化
の
推
進
に
関
す
る
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
二
十

五
日
に
か
け
、
同
じ
く
共
用
飛

行
場
で
あ
る
石
川
県
小
松
空
港

の
状
況
、
ま
た
能
登
空
港
や
国

際
航
空
貨
物
の
荷
さ
ば
き
、
保

管
等
を
行
っ
て
い
る
第
三
セ
ク

タ
ー
北
陸
国
際
航
空
貨
物
タ
ー

ミ
ナ
ル
株
式
会
社
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
県
外
調

査
を
行
い
、
航
空
自
衛

隊
と
の
関
係
の
あ
り

方
、
航
空
貨
物
の
取
り

組
み
状
況
な
ど
に
つ
い

て
活
発
な
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
十
五
日
に
開

催
さ
れ
た
第
三
回
委
員

会
で
は
、
今
後
検
討
す

べ
き
論
点
の
整
理
が
行

わ
れ
た
と
と
も
に
、

「
百
里
飛
行
場
の
役
割

の
あ
り
方
の
基
本
的
姿

勢
」
に
つ
い
て
企
画
部

に
対
し
、
ま
た
、
「
百

里
飛
行
場
を
生
か
し
た
地
域
振

興
方
策
の
基
本
的
姿
勢
」
に
つ

い
て
、
企
画
部
、
商
工
労
働

部
、
農
林
水
産
部
を
始
め
各
部

局
に
対
し
質
疑
が
行
わ
れ
、
国

際
空
港
と
し
て
の
取
り
組
み
姿

勢
や
、
い
ば
ら
き
を
Ｐ
Ｒ
す
る

拠
点
と
し
て
の
空
港
整
備
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
的
な
発
想
に
よ
る
取

り
組
み
、
無
料
駐
車
場
の
整
備

や
公
共
交
通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス

の
充
実
な
ど
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
さ
ら
に
審
議
を
進

め
、
平
成
十
八
年
第
二
回
定
例

会
に
お
い
て
、
調
査
結
果
の
取

り
ま
と
め
を
行
う
予
定
で
す
。

【
論
点
整
理
】

一
　
役
割
の
あ
り
方

　
・
成
田
空
港
、
羽
田
空
港
、

　
　
福
島
空
港
と
の
関
係

　
・
航
空
貨
物
へ
の
取
り
組
み

　
・
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
へ

　
　
の
対
応

二
　
地
域
振
興
方
策
の
あ
り
方

　
・
空
港
を
生
か
し
た
都
市
づ

　
　
く
り

　
・
空
港
自
体
の
活
用
方
策

　
・
観
光
な
ど
広
域
的
な
振
興

　
　
方
策

　
・
短
期
、
中
長
期
の
方
策

三
　
整
備
推
進
方
策
の
あ
り
方

　
・
経
営
の
プ
ロ
に
よ
る
運
営

　
・
利
用
者
の
利
便
性
の
確
保

　
・
交
通
ア
ク
セ
ス
の
充
実

　
・
Ｃ
Ｉ
Ｑ
（
税
関
・
出
入
国

　
　
・
検
疫
）
の
確
保

　
・
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
あ
り
方
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新
春
を
迎
え
て

　
茨
城
県
議
会
議
長

石
川
　
多
聞

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
は
日
頃
か
ら
茨
城
県
議
会
に
対
す
る
温
か
い
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
現
在
、
我
が
国
で
は
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
と
と

も
に
、
金
融
・
財
政
面
な
ど
多
く
の
分
野
で
抜
本
的

な
改
革
や
見
直
し
が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
国
の
財
政
分
野
で
は
三
位
一
体

の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
県

に
お
い
て
も
、
強
力
に
行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら

地
域
間
競
争
に
勝
ち
残
れ
る
よ
う
、
的
確
に
施
策
を

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
、
本
県
の
持
つ
こ
れ
ま
で
の
産
業
集
積
や

最
新
の
科
学
技
術
、
そ
し
て
立
地
優
位
性
等
の
地
域

特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、
あ
わ
せ
て
我
が
県
人
が

持
ち
あ
わ
せ
る
「
天
下
の
魁
（
さ
き
が
け
）
」
の
精

神
を
高
揚
し
、
茨
城
県
が
日
本
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

と
い
う
気
概
を
持
っ
て
県
勢
発
展
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と

え
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
「
茨
城
か

ら
新
時
代
を
切
り
拓
く
県
議
会
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

課
題
を
戦
略
に
、
さ
ら
に
戦
略
を
行
動
へ
移
し
、
そ

の
行
動
を
成
果
に
結
び
つ
け
、
安
心
し
て
快
適
に
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
住
み
良
い
郷
土
の
実
現
に
向
け

て
、
三
百
万
県
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
県
民
の
皆
様
の
な
お
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
清
々
し
い
平
成
十
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

年　


